
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム輪楽笑Ⅱ

目標達成計画 作成日：　平成　２８　年　１０　月　１　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1 35

地震を想定した避難訓練の実施 東日本や熊本の大地震を教訓に
し、いつ起こるかわからない地震に
対し、緊急時には利用者を速やか
に安全な場所へ避難させること。

日頃の火災訓練のほか、地震を想定
した訓練を実施。まずは、一時的に利
用者を机の下に避難させ、安全が確
認できたと想定し建物外部の安全な場
所へ移動する。

実施済み及び１年間

2 13

職員の各種研修の実施 介護職員としては勿論のこと、福祉
施設の職員としての資質向上と、
利用者家族から信頼される職員、
施設となるよう努める事。

毎月の全体会議で、介護等に対する
問題点などを話し合い、知識ある職員
の助言を受け、問題の改善に繋げる。
また、外部研修出席者は後日報告を
兼ねて研修とする。

12ヶ月（通年）

3 2

地域との関りを深める 周辺に住宅が多くなり、職員や利
用者が挨拶を交わす機会が増え
た。ホームを知っていただき、いつ
までも愛着をもってもらえる施設を
目指す。

盆踊りの鑑賞、年２回のクリーン作戦
（清掃）への参加をはじめ、毎月の「元
気の出る会」に出席し、利用者が地元
の方々に親しまれるようになる。

12ヶ月（通年）

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目のNo.を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


